
町田市生涯学習に関する市民意識調査報告書（抜粋） 
 

図　参加した講座や教室の主催

n=219

民間企業

カルチャーセンター、スポーツクラブ

町田市

学校（大学、専門学校など）

勤務先

ＮＰＯやボランティア団体

町内会・自治会など

その他

無回答

29.2

23.7

20.1

19.6

19.6

6.8

3.2

14.6

0.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

図　参加した講座や教室の主催（性・年代別、上位６項目）

n

男性全体 ( 73)

20歳代 ( 6)

30歳代 ( 6)

40歳代 ( 20)

50歳代 ( 12)

60歳代 ( 16)

70歳以上 ( 13)

女性全体 ( 141)

20歳代 ( 16)

30歳代 ( 22)

40歳代 ( 32)

50歳代 ( 26)

60歳代 ( 31)

70歳以上 ( 14)

男性全体 ( 73)

20歳代 ( 6)

30歳代 ( 6)

40歳代 ( 20)

50歳代 ( 12)

60歳代 ( 16)

70歳以上 ( 13)

女性全体 ( 141)

20歳代 ( 16)

30歳代 ( 22)

40歳代 ( 32)

50歳代 ( 26)

60歳代 ( 31)

70歳以上 ( 14)

民間企業 カルチャーセンター、
スポーツクラブ

町田市

学校（大学、専門学校など） 勤務先 ＮＰＯやボランティア団体

28.8 

0.0 

33.3 

45.0 

33.3 

18.8 

23.1 

28.4 

43.8 

31.8 

25.0 

34.6 

16.1 

28.6 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

20.5 

0.0 

16.7 

25.0 

0.0 

25.0 

38.5 

26.2 

12.5 

18.2 

21.9 

19.2 

41.9 

42.9 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

16.4 

0.0 

0.0 

5.0 

8.3 

12.5 

61.5 

22.0 

18.8 

27.3 

12.5 

19.2 

22.6 

42.9 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

24.7 

50.0 

33.3 

10.0 

33.3 

18.8 

30.8 

16.3 

31.3 

9.1 

25.0 

15.4 

12.9 

0.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

21.9 

50.0 

0.0 

35.0 

16.7 

25.0 

0.0 

19.1 

31.3 

31.8 

25.0 

15.4 

9.7 

0.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

5.5 

0.0 

16.7 

5.0 

8.3 

0.0 

7.7 

7.8 

12.5 

4.5 

12.5 

3.8 

9.7 

0.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

 

市民の学習活動の現状について 

 

◆あなたは、この１年間に、次に挙げる知識や技能を習得する機会がありましたか。（○はいくつでも） 

 
この１年間に習得した知識や技能については、「趣味、けいこ事、教養に関すること」（25.7％）、「資格の

取得や仕事上の知識・技能に関すること」（21.4％）が多くなっている。一方、「機会がなかった」（36.4％）

は３割台半ばを超え最も多くなっている。 

 

◆あなたが参加した講座や教室は、どこが主催するものですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加した講座や教室の主催については、「民間企業」（29.2％）、「カルチャーセンター、スポーツクラブ」

（23.7％）、「町田市」（20.1％）の順に多くなっている。 

年代ごとの基数が少なく参考とはなるが、高齢層は「町田市」、若年層は「民間企業」、「カルチャーセンタ

ー、スポーツクラブ」、「学校」、「勤務先」が行う講座等の参加が多い。 

図　習得した知識や技能

n=1,106

趣味、けいこ事、教養に関すること

資格の取得や仕事上の知識・技能に関すること

健康に関すること（医学、健康学など）

パソコン、インターネット、携帯端末に関すること

スポーツ、アウトドアに関すること

家庭生活に関すること（料理、日曜大工など）

子育て・教育に関すること

社会情勢や政治・経済に関すること

介護等の福祉に関すること

人間関係や組織づくりに必要な知識・技能に関すること

市民活動や地域活動に必要な知識・技能に関すること

行政の取組や市民参加に関すること

その他

機会がなかった

無回答

25.7

21.4

14.0

13.5

13.3

11.0

9.0

8.1

6.4

6.2

4.2

3.0

0.6

36.4

4.5

0％ 10％ 20％ 30％ 40％回答者数 

1,106 

回答者数 

219 
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図　必要な情報の入手先

n=653

インターネット

知人からの口コミ

テレビ

新聞

行政が作成する広報誌

タウン誌

ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、Twitter など）

チラシ

町内会等の回覧板

その他

特に得ていない

無回答

55.1

27.3

18.5

18.2

12.6

7.2

6.9

6.6

6.4

19.3

3.8

2.8

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

図　必要な情報の入手先（性・年代別、上位６項目）

n

男性全体 ( 265)

20歳代 ( 19)

30歳代 ( 30)

40歳代 ( 55)

50歳代 ( 40)

60歳代 ( 70)

70歳以上 ( 51)

女性全体 ( 371)

20歳代 ( 28)

30歳代 ( 54)

40歳代 ( 78)

50歳代 ( 57)

60歳代 ( 76)

70歳以上 ( 78)

男性全体 ( 265)

20歳代 ( 19)

30歳代 ( 30)

40歳代 ( 55)

50歳代 ( 40)

60歳代 ( 70)

70歳以上 ( 51)

女性全体 ( 371)

20歳代 ( 28)

30歳代 ( 54)

40歳代 ( 78)

50歳代 ( 57)

60歳代 ( 76)

70歳以上 ( 78)

インターネット 知人からの口コミ テレビ

新聞 行政が作成する広報誌 タウン誌

64.2 

73.7 

86.7 

76.4 

60.0 

62.9 

39.2 

50.1 

78.6 

79.6 

64.1 

66.7 

27.6 

15.4 

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

20.0 

15.8 

13.3 

14.5 

10.0 

24.3 

33.3 

32.1 

25.0 

25.9 

24.4 

29.8 

42.1 

38.5 

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

21.9 

21.1 

23.3 

12.7 

15.0 

31.4 

23.5 

16.4 

14.3 

22.2 

10.3 

17.5 

14.5 

20.5 

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

22.6 

15.8 

13.3 

16.4 

17.5 

27.1 

35.3 

15.4 

7.1 

7.4 

5.1 

17.5 

26.3 

21.8 

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

9.1 

0.0 

3.3 

5.5 

7.5 

8.6 

21.6 

15.4 

3.6 

5.6 

7.7 

7.0 

36.8 

19.2 

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

6.4 

0.0 

0.0 

5.5 

5.0 

7.1 

13.7 

8.1 

0.0 

1.9 

6.4 

5.3 

18.4 

9.0 

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

図　今後習得したい知識や技能の活かし方

n=967

日常生活の中で活かす

仕事の中で活かす

ボランティア活動や地域活動

家族・友人など身近な人に披露する

同じ課題を持った人に伝える

人前で披露する（発表会など）

冊子等の成果物を作成する

その他

特に活かしたいとは思わない

無回答

68.4

46.5

18.9

18.2

15.5

6.5

2.0

3.6

3.2

1.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

図　今後習得した知識や技能の活かし方（性・年代別、上位６項目）

n

男性全体 ( 370)

20歳代 ( 25)

30歳代 ( 40)

40歳代 ( 81)

50歳代 ( 69)

60歳代 ( 96)

70歳以上 ( 59)

女性全体 ( 573)

20歳代 ( 39)

30歳代 ( 92)

40歳代 ( 136)

50歳代 ( 104)

60歳代 ( 108)

70歳以上 ( 94)

男性全体 ( 370)

20歳代 ( 25)

30歳代 ( 40)

40歳代 ( 81)

50歳代 ( 69)

60歳代 ( 96)

70歳以上 ( 59)

女性全体 ( 573)

20歳代 ( 39)

30歳代 ( 92)

40歳代 ( 136)

50歳代 ( 104)

60歳代 ( 108)

70歳以上 ( 94)

日常生活の中で活かす 仕事の中で活かす
ボランティア活動や

地域活動

家族・友人など身近な人に
披露する

同じ課題を持った人に
伝える

人前で披露する
（発表会など）

64.9 

68.0 

60.0 

69.1 

69.6 

65.6 

54.2 

71.2 

74.4 

64.1 

73.5 

73.1 

68.5 

74.5 

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

50.3 

76.0 

85.0 

71.6 

59.4 

29.2 

10.2 

44.9 

69.2 

66.3 

62.5 

54.8 

20.4 

5.3 

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

20.3 

4.0 

5.0 

16.0 

23.2 

27.1 

28.8 

17.8 

12.8 

12.0 

13.2 

20.2 

27.8 

18.1 

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

14.1 

20.0 

12.5 

13.6 

14.5 

13.5 

13.6 

20.9 

23.1 

30.4 

20.6 

15.4 

19.4 

19.1 

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

12.4 

4.0 

15.0 

7.4 

8.7 

14.6 

22.0 

17.5 

5.1 

17.4 

15.4 

15.4 

19.4 

25.5 

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

6.5 

16.0 

7.5 

1.2 

4.3 

5.2 

13.6 

6.1 

7.7 

7.6 

5.1 

4.8 

7.4 

5.3 

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

◆あなたが、それらの知識や技能を身につけるうえで、必要な情報はどのように得ましたか。 

（○はいくつでも） 

   

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識や技術を身につけるうえでの必要な情報の入手先については、６０代及び７０代の女性を除き、「イン

ターネット」が最も多い。「知人からの口コミ」や「テレビ」は全年代を通じて多い一方、「ＳＮＳ」は若年

層、「行政が作成する広報誌」は高齢層の割合が他世代に比べて高い状況にある。 

 

◆あなたは、それらの知識や技能をどのように活かしたいと考えますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習得した知識や技能の活かし方については、「日常生活の中で」（68.4％）、「仕事の中で」（46.6％）に次

いで、「ボランティア活動や地域活動で」（18.9％）が多い。「日常生活の中で」は年代によって大きな差は

ないが、「仕事の中で」は若年層、「ボランティア活動や地域活動で」は高齢層の割合が高い。 

回答者数 

653 

回答者数 

967 



 

- 2 - 

 

地域活動・市民活動について 

 

◆あなたはこの１年間に、次のボランティアやＮＰＯなどの市民活動に参加されましたか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

◆あなたは今後、市民活動に参加したいと思いますか。  

 

この１年間に、市民活動に参加した人の割合は 20％に満たなかったが、今後「参加したい」もしくは「参

加してもよい」と思う人の割合は 48.6％であった。 

図　ボランティアやＮＰＯなどの市民活動への参加

n=1,106

他の人や団体の活動支援

交通安全や防犯、防災などの地域安全

子どもの教育、子育て支援など

高齢者福祉・介護など

公園や緑地、町並みづくりなど

被災地への支援

保健、医療、福祉（高齢者以外）など

その他

参加しなかった

無回答

5.5

4.1

3.9

3.3

2.8

1.5

1.3

0.8

78.8

3.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

図　市民活動への参加意欲

n=1,106

参加したい

8.4%

参加してもよい

40.2%あまり参加し

たくない

38.2%

参加したくない

10.2%

無回答

3.0%

《参加に積極的な》層

48.6%

《参加に消極的な》層

48.4%

回答者数 

1,106 

回答者数 

1,106 
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◆あなたは、地域での活動（町内会や自治会・子ども会・老人クラブ等）を行うにあたり、学びたい知識や

技能はありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

◆あなたは、市民活動（ボランティアやＮＰＯなど）を行うにあたり、学びたい知識や技能はあります

か。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

地域活動、市民活動を行うために学びたい知識や技能は、「地域の課題に関すること」、「特にない」、「対人

関係・コミュニケーションに関すること」が多く、地域活動では、「地域の歴史や文化に関すること」（23.7％）、

市民活動では、「イベント・講座などを開催するためのノウハウに関すること」（22.7％）も多い。 

図　地域活動を行うために学びたい知識や技能

n=582

地域の課題に関すること

対人関係・円滑なコミュニケーションに関すること

地域の歴史や文化に関すること

イベント・講座などを開催するためのノウハウに関すること

団体内の会議・打ち合わせなどの進行・とりまとめに関すること

団体の運営に必要な法律・会計などに関すること

その他

特にない

無回答

35.6

27.7

23.7

16.0

8.2

7.7

2.1

26.6

1.5

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

図　市民活動を行うために学びたい知識や技能

n=538

地域の課題に関すること

対人関係・円滑なコミュニケーションに関すること

イベント・講座などを開催するためのノウハウに関すること

団体内の会議・打ち合わせなどの進行・とりまとめに関すること

団体の運営に必要な法律・会計などに関すること

その他

特にない

無回答

41.6

30.1

22.7

9.9

9.5

3.2

27.3

1.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

回答者数 
582 

回答者数 
538 
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町田市の取組について 

◆あなたは、学習講座やイベント、展覧会などに参加する際、最も重視するのはどのような点ですか。 

 
学習講座やイベント、展覧会等の参加で重視する点については、「興味や関心があることについてじっくり

学べる」（28.8％）が最も多く、次いで「短時間で効率的に習得したい知識や技能を身につけることができ

る」（9.2％）、「身近な場所に会場がある」（8.1％）が多い。 

 

◆市民の学習活動がさらに充実するために、町田市が今後、最も重点的に取り組むべきことは何だと考えま

すか。 

 
町田市が今後最も重点的に取り組むべきことについては、「講座やイベント、展覧会などの情報を幅広く収

集し、提供する」（27.5％）が最も多く、次いで「魅力的な講座やイベント、展覧会などを定期的に開催す

る」（27.1％）が多くなっている。その他の項目については１０％未満となっている。 

図　学習講座やイベント、展覧会への参加で最も重視する点

n=1,106

興味や関心があることについてじっくり学べる

身近な場所に会場がある

お金がかからない

魅力的な講師・指導者がいる

学んだことを活かす機会がある

仲間ができる

他では見ることができない資料等を見ることができる

家族や友人等と一緒に参加できる

その他

参加したいと思わない

無回答

短時間で効率的に習得したい知識や技能を
身につけることができる

28.8

9.2

8.1

5.7

3.8

3.6

3.3

2.9

2.4

0.7

8.4

23.1

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

図　町田市が今後最も重点的に取り組むべきこと

n=1,106

魅力的な講座やイベント、展覧会などを定期的に開催する

図書館などの学習資料を充実する

身につけた知識や技能を活かせる機会や場を充実する

学習活動に利用できる会場を整備する

学習に関する相談に幅広く対応する

その他

必要ない

無回答

市が主催するものに限らず、近隣で開催される講座や
イベント、展覧会などの情報を幅広く収集し、提供する

市の歴史や文化など、町田市ならではの
学習機会を充実する

27.5

27.1

6.8

6.5

5.7

4.2

2.5

2.8

4.5

12.3

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

回答者数 

1,106 

回答者数 

1,106 
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図書館について 

 

◆あなたはこの１年間に、町田市内にある次の施設を利用しましたか。 

 
 

この１年間に図書館を利用したことがある市民は 47.3％で、前回調査（38.0％）から増加している。 

 

 

◆なぜ、図書館を利用されなかったのですか。（○はいくつでも） 

 

図書館を利用しなかった理由については、「日々の仕事や生活が忙しく時間的な余裕がないから」（40.4％）、

「インターネットなどで、必要な情報が得られるから」（39.7％）が多くなっている。 

図　施設の利用経験

n=1,106

（ア）図書館

（イ）町田市民文学館ことばらんど

（ウ）自由民権資料館

（エ）国際版画美術館

（オ）市立博物館

（カ）考古資料室

（キ）生涯学習センター

47.3 

7.1 

17.5 

5.1 

5.2 

43.3 

54.1 

43.3 

57.6 

47.1 

21.9 

34.2 

4.2 

35.8 

40.1 

12.7 

33.8 

61.3 

46.5 

5.2 

14.7 

12.1 

14.0 

15.9 

14.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用した 知っているが利用していない 知らない 無回答

図　図書館を利用しなかった理由

n=567

日々の仕事や生活が忙しく時間的な余裕がないから

インターネットなどで、必要な情報が得られるから

本は購入しているから

自宅等から遠くにあるため、行くのが面倒だから

本や図書館のサービスに興味がないから

利用したい時間帯に図書館が開いていないから

読みたい本が図書館に置いていないから

その他

無回答

40.4

39.7

33.2

23.8

9.0

8.6

4.6

9.7

2.8

0％ 20％ 40％ 60％

回答者数 
1,106 

回答者数 
567 
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◆あなたが、図書館に期待することは何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 
図書館に期待することについては、「図書の充実」（59.5％）が最も多い。 

読み聞かせ等の親子向けの催しについては、全体では 9.9％にとどまるが、３０代女性に限ると 34.4％

と高い。 

図　図書館に期待すること

n=1,106

図書の充実

イベント（講演会、講座、映画会など）

視聴覚資料（ＣＤ、ＤＶＤなど）の充実

レファレンスサービス（調べものの相談など）

読み聞かせやおはなし会など子どもや親子を対象とした催し

地域資料の適切な収集・保管

その他

特に期待することはない

無回答

59.5

17.7

14.8

10.3

9.9

9.6

7.1

20.1

2.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

図　図書館に期待すること（性・年代別、上位６項目）

n

男性全体 ( 426)

20歳代 ( 27)

30歳代 ( 50)

40歳代 ( 85)

50歳代 ( 75)

60歳代 ( 109)

70歳以上 ( 80)

女性全体 ( 646)

20歳代 ( 40)

30歳代 ( 96)

40歳代 ( 145)

50歳代 ( 116)

60歳代 ( 124)

70歳以上 ( 125)

男性全体 ( 426)

20歳代 ( 27)

30歳代 ( 50)

40歳代 ( 85)

50歳代 ( 75)

60歳代 ( 109)

70歳以上 ( 80)

女性全体 ( 646)

20歳代 ( 40)

30歳代 ( 96)

40歳代 ( 145)

50歳代 ( 116)

60歳代 ( 124)

70歳以上 ( 125)

図書の充実 イベント（講演会、講座、
映画会など）

視聴覚資料（ＣＤ、
ＤＶＤなど）の充実

レファレンスサービス

（調べものの相談など）

読み聞かせやおはなし会

など子どもや親子を対象
とした催し

特に期待することはない

56.6 

51.9 

62.0 

68.2 

61.3 

51.4 

45.0 

63.0 

75.0 

76.0 

77.2 

62.9 

56.5 

39.2 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

16.0 

7.4 

16.0 

8.2 

21.3 

18.3 

18.8 

19.5 

10.0 

15.6 

14.5 

19.8 

29.8 

20.8 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

15.5 

14.8 

14.0 

16.5 

14.7 

18.3 

12.5 

14.4 

12.5 

17.7 

15.9 

20.7 

11.3 

8.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

8.7 

7.4 

8.0 

7.1 

10.7 

8.3 

10.0 

11.3 

10.0 

8.3 

11.7 

13.8 

14.5 

8.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

4.2 

7.4 

8.0 

4.7 

6.7 

0.9 

2.5 

14.1 

10.0 

34.4 

17.2 

11.2 

11.3 

1.6 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

20.0 

25.9 

16.0 

15.3 

16.0 

25.7 

21.3 

19.3 

10.0 

13.5 

13.1 

16.4 

24.2 

32.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

回答者数 
1,106 
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◆今後、町田市が図書館の見直しを進める上で、あなたが最も重要と考えることは何ですか。 

 

 

 

図書館の見直しで重要と考えることについては、図書館数等の現状維持（23.0％）と図書サービスの充実

（19.9％）の合計が 40％を超えており、それ以外の選択肢を選んだ人の割合は約 50％であった。 

 

性・年齢別に見ると、３０代男性では「少し離れた場所であっても、蔵書数が多くサービスの質が高い図

書館が利用できる」が、３０代女性では「近くに図書館がなくても、身近な場所で予約した本を受け取るこ

とができる」が最も多く、他の世代では、図書館数等の現状維持又は図書サービスの充実が多くなっている。 

 

居住地域別では、回答の傾向に大きな差異は見られない。居住地域ごとの基数が少なく参考とはなるが、

小山地区では「近くに図書館がなくても、身近な場所で予約した本を受け取ることができる」が最も多く、

次いで「現在の図書館（中央図書館と地域図書館７館）を減らすのも止むを得ない」が多い。 

 

この１年間で図書館を利用したことがある人について見ると、図書館数等の現状維持と図書サービスの充

実の合計が 50％を超えている。 

 

その他（自由記述）では、学習スペースの拡大や駐車場の確保、移動図書館の充実など図書館サービスの

充実に関する意見が見られた。 

 

図　図書館の見直しで最も重要と考えること

n=1,106

現在の図書館数（中央図書館と地

域図書館７館）のままでよい

23.0%

厳しい財政状況の中でも、

図書館の施設や事業は充実し、
これまで以上のサービスを

受けることができるようになる

19.9%

近くに図書館がなくても、身近な場所で予

約した本を受け取ることができる

13.8%

蔵書数やサービスは限られても、

身近な地域の活動拠点に図書館
（室）があり利用できる

12.8%

現在の図書館（中央図書館と地

域図書館７館）を減らすのも止む
を得ない

11.2%

少し離れた場所であっても、蔵

書数が多くサービスの質が高い
図書館が利用できる

7.9%

その他

3.8%

無回答

7.6%

回答者数 
1,106 
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市民文学館について 

 

◆あなたはこの１年間に、町田市内にある次の施設を利用しましたか。【再掲】 

 
 

前回調査と比較して、市民文学館を知っている人の割合（42.5％→61.2％）、この１年間で利用した人の

割合（6.8％→7.1％）とも増加している。 

 

 

◆なぜ、文学館を利用されないのですか。（○はいくつでも） 

 

市民文学館を利用しない理由については、「どのようなことを行っているのか、よくわからないから」（51.

７％）が最も多く、次いで、「時間的な余裕がないから」（31.1％）、「自宅などから遠くにあるため、行くの

が面倒だから」（23.4％）が多い。 

図　施設の利用経験

n=1,106

（ア）図書館

（イ）町田市民文学館ことばらんど

（ウ）自由民権資料館

（エ）国際版画美術館

（オ）市立博物館

（カ）考古資料室

（キ）生涯学習センター

47.3 

7.1 

17.5 

5.1 

5.2 

43.3 

54.1 

43.3 

57.6 

47.1 

21.9 

34.2 

4.2 

35.8 

40.1 

12.7 

33.8 

61.3 

46.5 

5.2 

14.7 

12.1 

14.0 

15.9 

14.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用した 知っているが利用していない 知らない 無回答

図　町田市民文学館を利用しない理由

n=534

日々の仕事や生活が忙しく時間的な余裕がないから

自宅などから遠くにあるため、行くのが面倒だから

文学や文学館の活動に興味がないから

利用したい時間帯に文学館が開いていないから

その他

無回答

文学館がどのようなことを行っているのか、
よくわからないから

51.7

31.1

23.4

18.4

2.6

4.5

6.2

0％ 20％ 40％ 60％

回答者数 
1,106 

回答者数 
534 
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◆町田市民文学館では、次のような活動を行っています。これらの中で、今後も文学館が継続して取り組ん

だ方がよいと思う活動は何ですか。（○はいくつでも） 

 
市民文学館が継続して取り組むべき活動については、「町田ゆかりの作家の資料収集・保存・調査・研究」

（33.5％）が最も多く、次いで「町田ゆかりの作家に関する展覧会」（24.4％）、「図書の貸出」（23.0％）

が多くなっている。一方、「継続してほしい活動はない」（13.5％）と回答した人は１割台半ば近くとなって

いる。 

 
◆町田市には、過去から現在に至るまで多くの著名な文学者が来住し、作品の中で町田を描いてきたという

文化的特徴があります。このような文化を継承するために、あなたが今後、町田市が担うべきと考える役

割は何ですか。 

 

文化を継承するために今後町田市が担うべき役割については、「文化都市としての町田を内外にアピール

し、市のイメージアップを図る」（39.2％）が最も多く、次いで「学校教育と連携し、子どもたちの国語力

の向上に努める」（36.5％）、「作家の遺した原稿や書簡などを貴重な文化財として収集・保存し、将来の研

究や市民の学習に役立てる」の順に多くなっている。一方、「特に担うべきと考えることはない」（9.9％）と

回答した人は１割弱となっている。 

図　町田市民文学館が継続して取り組むべき活動

n=1,106

町田ゆかりの作家の資料収集・保存・調査・研究

町田ゆかりの作家に関する展覧会

図書の貸出

講演会や文学講座など文学一般に関する教育普及活動

朗読・語り・おはなし会などのことばに関する事業

サロン（喫茶）

文学一般に関する展覧会

会議室の貸出

文学一般に関する調査・研究

継続してほしい活動はない

その他

無回答

町田ゆかりの作家に関する教育普及活動
（講演会や文学講座）

33.5

24.4

23.0

21.8

21.6

18.5

16.5

14.3

12.9

11.4

13.5

5.5

6.4

0％ 20％ 40％

図　文化を継承するために今後町田市が担うべき役割

n=1,106

学校教育と連携し、子どもたちの国語力の向上に努める

特に担うべきと考えることはない

その他

無回答

高齢者が充実した生活を送れるよう、俳句や短歌などに
親しめる機会や場を提供する

作家の遺した原稿や書簡などを貴重な文化財として
収集・保存し、将来の研究や市民の学習に役立てる

町田固有の文化施設を維持し、市外からの集客を図り、
まちの活性に寄与する

文学一般やことばについて発信し、特に若い世代の
文学や読書への興味・関心を喚起する

文化都市としての町田を内外にアピールし、
市のイメージアップを図る

39.2

36.5

33.2

28.2

24.2

17.1

9.9

3.2

5.3

0％ 20％ 40％ 60％

回答者数 

1,106 

回答者数 

1,106 
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◆町田市民文学館の施設の見直しを進める上で、あなたが最も重要と考えることは何ですか。 

 

 
 

 

市民文学館の見直しで重要と考えることについては、事業を縮小しての他施設と複合化（32.2％）が最も

多かったが、現状維持（19.7％）や施設や事業の充実（16.8％）も多い。 

性・年齢別に見ると、２０代男性では現状維持と施設・事業の充実が、２０代女性と４０代女性では現状

維持が最も多く、他の世代では、事業を縮小しての他施設と複合化が多くなっている。 

 

居住地域別では、回答の傾向に大きな差異は見られず、全地域において概ね、事業を縮小しての他施設と

複合化、現状維持、施設や事業の充実の順に多くなっている。 

 

市民文学館を利用したことがある人は、現状維持（37.6）が多く、利用したことがない人・知らない人は、

事業を縮小しての他施設と複合化（37.3％・29.3％）が多くなっている。 

 

その他（自由記述）では、「市民文学館を知らないのでわからない」が多かった。また、広報活動の充実、

図書館との統合、施設の廃止などの意見が見られた。 

 

図　町田市民文学館の施設見直しで最も重要と考えること

n=1,106

文学館事業を縮小し、他施設と複

合化して、より多くの情報やサービ
スを一か所で受けることができる

32.2%

現在の場所に建物を維持して、

これまでと変わらないサービスを
受けることができる

19.7%

厳しい財政状況の中でも、文学館の施設や

事業は充実し、これまで以上のサービスを
受けることができる

16.8%

建物を廃止し、文学館事業を

出張展示と出張講座に特化し、
地域で気軽に文学にふれる

ことができる

7.8%

現在の建物は廃止するが、

収蔵スペースを維持し、
貴重な文学関連資料を

適切に収集・保存する

7.7%

その他

8.0%

無回答

7.9%

回答者数 
1,106 


